
(57)【要約】

【課題】湾曲部用被覆チューブを内視鏡湾曲部に簡単に

糸巻き固定でき、しかも糸が収縮しても、湾曲部用被覆

チューブを局部的に締め付けることがなく、従来の不具

合を解消できる湾曲部用被覆チューブの糸巻き固定方法

を提供することにある。

【解決手段】複数の湾曲駒を連接して構成した内視鏡湾

曲部１２に、湾曲部用被覆チューブ１３を被嵌し、この

湾曲部用被覆チューブ１３を前記内視鏡湾曲部１２に糸

巻き固定する湾曲部用被覆チューブの糸巻き固定方法に

おいて、前記湾曲部用被覆チューブ１３の外周に糸１４

を複数回巻き付ける工程と、前記糸１４の両端部を前記

複数回巻き付けた糸の下側に通して糸の両端部を固定す

る工程とからなる湾曲部用被覆チューブの糸巻き固定方

法にある。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 湾 曲 駒 を 連 接 し て 構 成 し た 内 視 鏡 湾 曲 部 に 、 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ を 被 嵌 し 、 こ
の 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ を 前 記 内 視 鏡 湾 曲 部 に 糸 巻 き 固 定 す る 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 糸
巻 き 固 定 方 法 に お い て 、
　 前 記 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 外 周 に 糸 を 複 数 回 巻 き 付 け る 工 程 と 、 前 記 糸 の 両 端 部 を 前
記 複 数 回 巻 き 付 け た 糸 の 下 側 に 通 し て 糸 の 両 端 部 を 固 定 す る 工 程 と か ら な る 湾 曲 部 用 被 覆
チ ュ ー ブ の 糸 巻 き 固 定 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 複 数 の 湾 曲 駒 を 連 接 し て 構 成 し た 内 視 鏡 湾 曲 部 に 、 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ を 被 嵌 し 、 こ
の 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ を 前 記 内 視 鏡 湾 曲 部 に 糸 巻 き 固 定 す る 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 糸
巻 き 固 定 方 法 に お い て 、
　 前 記 糸 を 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 外 周 に 糸 を 複 数 回 巻 き 付 け て 仮 固 定 す る 工 程 と 、 前 記
糸 の 巻 き 付 け 側 に 第 １ の Ｕ 字 状 誘 導 糸 を 糸 に 挟 み 込 む 工 程 と 、 前 記 糸 の 巻 き 付 け 側 の 糸 の
下 側 に 第 ２ の Ｕ 字 状 誘 導 糸 を 載 置 す る 工 程 と 、 前 記 糸 を 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の Ｕ 字 状 誘 導 糸
の 上 側 に 巻 き 付 け る と と も に 、 前 記 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ を 前 記 内 視 鏡 湾 曲 部 に 固 定 す る
よ う に 密 に 巻 き 付 け る 工 程 と 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の Ｕ 字 状 誘 導 糸 を 前 記 糸 の 両 端 部 が 密 に
巻 き 付 け た 糸 の 下 側 に 位 置 す る よ う に 引 き 抜 く 工 程 と か ら な る 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 糸
巻 き 固 定 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 設 け ら れ る 内 視 鏡 湾 曲 部 に 被 嵌 さ れ る 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ
ー ブ を 糸 巻 き に よ っ て 内 視 鏡 湾 曲 部 に 固 定 す る 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 糸 巻 き 固 定 方 法 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 医 療 用 内 視 鏡 は 、 体 腔 内 等 の 観 察 部 位 に 挿 入 さ れ る 細 長 な 挿 入 部 と 、 こ の 挿 入
部 の 基 端 側 に 配 設 さ れ た 把 持 部 を 兼 ね る 操 作 部 と 、 こ の 操 作 部 の 側 部 か ら 延 出 す る ユ ニ バ
ー サ ル コ ー ド と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 挿 入 部 は 、 先 端 側 よ り 硬 質 の 金 属 部 材 等 で 形 成 し た 後 述 す る 先 端 部 本 体 を 備 え る 先
端 部 と 、 例 え ば 上 下 、 左 右 方 向 に 湾 曲 自 在 に 連 接 さ せ た 複 数 の 湾 曲 駒 を 備 え た 湾 曲 部 と 、
柔 軟 で 可 撓 性 を 有 す る 軟 性 管 部 と で 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 複 数 の 湾 曲 駒 を 連 接 す る こ
と に よ っ て 構 成 さ れ た 湾 曲 部 は 、 複 数 の 湾 曲 駒 と 、 こ れ ら 湾 曲 駒 を 被 う 弾 力 性 を 有 す る 例
え ば ゴ ム 製 の 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ と で 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 述 し た 湾 曲 部 を 備 え た 内 視 鏡 を 組 み 立 て る 際 、 前 記 湾 曲 部 に 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ を
被 覆 す る 作 業 は 、 先 端 部 本 体 と 湾 曲 駒 等 と を 連 結 し た 後 の 一 番 最 後 の 工 程 に な っ て い た 。
こ の 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ を 、 連 接 さ れ た 湾 曲 駒 に 被 覆 固 定 す る に は 、 湾 曲 部 に 湾 曲 部 用
被 覆 チ ュ ー ブ を 被 嵌 し た 後 、 複 数 の 材 質 か ら な る 糸 を 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 外 周 に 巻 き
付 け て 固 定 す る 方 法 が と ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の 糸 巻 き 固 定 方 法 で は 、 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ を 押 さ え 込 む 最 初 の 糸 縛 り に 二 重 の
絡 げ 部 を 設 け て い た 。 こ の た め 、 絡 げ 部 の 糸 の 交 差 部 が 湾 曲 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 上 被 側 に 位
置 し て い た 。 そ し て 、 最 終 糸 巻 き 部 の 端 糸 は 糸 巻 き 部 と 湾 曲 用 被 覆 チ ュ ー ブ と の 間 に 位 置
し 、 更 に 中 央 部 で 糸 の 交 差 部 を 留 置 し て お く 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 具 体 的 に は 、 ま ず 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 糸 １ に 一 重 の ル ー プ ２ を 作 り 、 更 に 図 ７ の よ う
に 二 重 絡 げ 部 ３ を 形 成 す る 。 こ の 状 態 の ル ー プ ２ の 中 に 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 湾 曲
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部 ４ に 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ ５ を 被 覆 し た 内 視 鏡 ６ を 所 定 の 位 置 ま で 通 す 。 湾 曲 部 用 被 覆
チ ュ ー ブ ５ の 所 定 の 位 置 で 左 右 に 出 て い る 糸 １ を 互 い に 引 い て 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ ５ の
上 に 固 定 す る 。 そ の 状 態 で 、 糸 １ の 一 端 部 に ル ー プ ７ を 形 成 し 、 そ の ル ー プ ７ を 形 成 し た
糸 １ の 上 を も う 一 端 の 糸 １ で 所 定 位 置 ま で 糸 巻 き す る 。 所 定 位 置 ま で 糸 巻 き し た ら 、 図 ９
に 示 す よ う に 、 ル ー プ ７ を 形 成 し た 糸 １ の 中 に 巻 い て き た 糸 １ を 通 す 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 次 に 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 ル ー プ ７ を 形 成 し た 糸 １ の 端 部 １ ａ ， １ ｂ を 矢 印 方 向 に 引
き 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 糸 １ の 交 差 部 ８ を 糸 巻 き 部 ９ の 下 側 の 中 央 部 に 位 置 さ せ る 。 こ
の 状 態 で 糸 巻 き 部 ９ か ら は み 出 た 糸 １ の 両 端 部 １ ａ ， １ ｂ を 切 断 す る こ と で 一 連 の 作 業 は
完 了 す る 。 こ の 作 業 を 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ ５ に 対 し て 複 数 箇 所 行 う 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 前 述 し た 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ ５ の 糸 巻 き 固 定 方 法 で は 、 内 視 鏡 の オ ー
ト ク レ ー ブ 時 に 、 二 重 絡 げ 部 ３ と 糸 １ の 交 差 部 ８ で ピ ン ポ イ ン ト 的 に 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー
ブ ５ の 一 部 を 強 く 締 付 け る 結 果 と な り 、 湾 曲 部 被 覆 チ ュ ー ブ ５ を 局 部 的 に 陥 没 変 形 さ せ る
と い う 不 具 合 が 発 生 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ ５ の 糸 巻 き 固 定 方 法 で は 、 作 業 者 の 糸 １ の 張 り 具 合 に よ っ て
、 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ ５ を 押 さ え 込 む 糸 １ の 力 が 各 糸 １ の 位 置 で バ ラ バ ラ に な る の で 、
湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ ５ を 必 要 以 上 に 締 め 付 け た り 、 必 要 な 締 め 付 け 力 が 得 ら れ な か っ た
り す る 。 さ ら に 、 糸 １ と 糸 １ と の 隙 間 を 無 く し て 糸 巻 き す る に は 熟 練 が 必 要 で あ っ た 。 ま
た 、 こ の 状 態 の 内 視 鏡 を 高 温 下 に 曝 す こ と に よ り 、 糸 １ が 収 縮 す る の で 、 糸 １ が 強 く 巻 か
れ た 部 位 で は 、 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ ５ が 糸 １ に よ っ て 損 傷 を 与 え て し ま う と い う 問 題 が
あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 二 重 糸 絡 げ 部 ３ は 糸 巻 き 部 ９ に お い て 最 大 外 径 と な る の で 後 工 程 の 糸 巻 き 表 面 を
接 着 剤 で 平 ら に 覆 う 処 理 を 行 う 作 業 が 難 し く な る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 前 記 事 情 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 湾 曲 部 用
被 覆 チ ュ ー ブ を 内 視 鏡 湾 曲 部 に 簡 単 に 糸 巻 き 固 定 で き 、 し か も 糸 が 収 縮 し て も 、 湾 曲 部 用
被 覆 チ ュ ー ブ を 局 部 的 に 締 め 付 け る こ と が な く 、 従 来 の 不 具 合 を 解 消 で き る 湾 曲 部 用 被 覆
チ ュ ー ブ の 糸 巻 き 固 定 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 発 明 は 、 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ は 、 複 数 の 湾 曲 駒 を 連 接 し て 構 成 し
た 内 視 鏡 湾 曲 部 に 、 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ を 被 嵌 し 、 こ の 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ を 前 記 内
視 鏡 湾 曲 部 に 糸 巻 き 固 定 す る 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 糸 巻 き 固 定 方 法 に お い て 、 前 記 湾 曲
部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 外 周 に 糸 を 複 数 回 巻 き 付 け る 工 程 と 、 前 記 糸 の 両 端 部 を 前 記 複 数 回 巻
き 付 け た 糸 の 下 側 に 通 し て 糸 の 両 端 部 を 固 定 す る 工 程 と か ら な る 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の
糸 巻 き 固 定 方 法 に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ２ は 、 複 数 の 湾 曲 駒 を 連 接 し て 構 成 し た 内 視 鏡 湾 曲 部 に 、 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ
を 被 嵌 し 、 こ の 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ を 前 記 内 視 鏡 湾 曲 部 に 糸 巻 き 固 定 す る 湾 曲 部 用 被 覆
チ ュ ー ブ の 糸 巻 き 固 定 方 法 に お い て 、 前 記 糸 を 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 外 周 に 糸 を 複 数 回
巻 き 付 け て 仮 固 定 す る 工 程 と 、 前 記 糸 の 巻 き 付 け 側 に 第 １ の Ｕ 字 状 誘 導 糸 を 糸 に 挟 み 込 む
工 程 と 、 前 記 糸 の 巻 き 付 け 側 の 糸 の 下 側 に 第 ２ の Ｕ 字 状 誘 導 糸 を 載 置 す る 工 程 と 、 前 記 糸
を 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の Ｕ 字 状 誘 導 糸 の 上 側 に 巻 き 付 け る と と も に 、 前 記 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ
ー ブ を 前 記 内 視 鏡 湾 曲 部 に 固 定 す る よ う に 密 に 巻 き 付 け る 工 程 と 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の Ｕ
字 状 誘 導 糸 を 前 記 糸 の 両 端 部 が 密 に 巻 き 付 け た 糸 の 下 側 に 位 置 す る よ う に 引 き 抜 く 工 程 と
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か ら な る 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 糸 巻 き 固 定 方 法 に あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 上 側 に 二 重 絡 げ 部 や 糸 の 交 差 部 が 発 生 し な
い の で 、 オ ー ト ク レ ー ブ を 掛 け た 時 に も 糸 全 体 が 均 一 に 締 ま る だ け で 、 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ
ー ブ を 局 部 的 に 締 め 付 け る こ と が な く 、 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ に 陥 没 変 形 等 の 不 具 合 を 発
生 さ せ な い で 済 む と と も に 、 糸 巻 き 固 定 作 業 も 簡 単 で あ る と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ ～ 図 ５ は 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 糸 巻 き 固 定 方 法 の 手 順 を 示 す も の で 、 １ １ は 内 視
鏡 を 示 し 、 １ ２ は 複 数 の 湾 曲 駒 を 連 接 し て 構 成 し た 内 視 鏡 湾 曲 部 で あ る 。 内 視 鏡 湾 曲 部 １
２ に は 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ １ ３ が 被 嵌 さ れ て お り 、 こ の 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ １ ３ を 内
視 鏡 湾 曲 部 １ ２ に 糸 巻 き 固 定 す る 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま ず 、 図 １ に 示 す よ う に 、 糸 １ ４ を 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ １ ３ の 糸 巻 き 固 定 部 １ ３ ａ の
所 定 の 開 始 位 置 に 数 回 巻 き 、 糸 １ ４ の 一 端 部 １ ４ ａ を テ ー プ １ ５ 等 で 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー
ブ １ ３ の 表 面 に 仮 固 定 す る 。 次 に 、 第 １ の Ｕ 字 状 誘 導 糸 と し て の 所 望 の 長 さ の 第 １ の 引 き
抜 き 糸 １ ６ を 使 用 し 、 こ の 第 １ の 引 き 抜 き 糸 １ ６ を 糸 巻 き 固 定 部 １ ３ ａ の 所 定 の 開 始 位 置
で Ｕ 字 型 に ル ー プ さ せ 、 糸 １ ４ に 引 き 抜 き 糸 １ ６ の ル ー プ 部 １ ６ ａ を 矢 印 ａ 方 向 に 差 し 込
む 。 そ し て 、 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ １ ３ の 外 周 面 と こ れ に 巻 か れ た 糸 １ ４ と の 間 に ル ー プ
部 １ ６ ａ の 一 方 を 差 し 込 ん で 第 １ の 引 き 抜 き 糸 １ ６ を 固 定 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 ２ の Ｕ 字 状 誘 導 糸 と し て の 所 望 の 長 さ の 第 ２ の 引 き 抜 き 糸 １ ７ を
使 用 し 、 こ の 第 ２ の 引 き 抜 き 糸 １ ７ を Ｕ 字 型 に ル ー プ さ せ 、 第 １ の 引 き 抜 き 糸 １ ６ の 後 端
側 に 第 ２ の 引 き 抜 き 糸 １ ７ の ル ー プ 部 １ ７ ａ を 同 様 に 矢 印 ｂ 方 向 に 差 し 込 ん で 固 定 す る 。
次 に 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 糸 １ ４ を 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ １ ３ の 糸 巻 き 固 定 部 １ ３ ａ の 規
定 位 置 ま で 複 数 回 糸 巻 き す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 第 １ の 引 き 抜 き 糸 １ ６ の ル ー プ 部 １ ６ ａ の 反 対 側 に 伸 び て い る ２ 本 の 端 部 １ ６ ｂ
を 共 に 保 持 し 、 矢 印 ｃ 方 向 に 引 き 、 第 １ の 引 き 抜 き 糸 １ ６ の ル ー プ 部 １ ６ ａ 内 に 位 置 す る
糸 １ ４ を ル ー プ 部 １ ６ ａ で 締 め 付 け る 。 次 に 、 糸 １ ４ の も う 一 方 の 糸 巻 き 最 終 位 置 に あ る
糸 １ ４ が 解 け な い よ う に 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ １ ３ と 共 に 手 指 等 で 押 さ え て 、 そ こ か ら 伸
び て い る 糸 １ ４ を １ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 残 し て 切 断 す る 。 さ ら に 、 糸 １ ４ の 切 断 端 部 １ ４ ｂ を 第
２ の 引 き 抜 き 糸 １ ７ の ル ー プ 部 １ ７ ａ の 中 に 通 し 、 第 ２ の 引 き 抜 き 糸 １ ７ の ル ー プ 部 １ ７
ａ の 反 対 側 に 伸 び る ２ 本 の 端 部 １ ７ ｂ を 共 に 、 矢 印 ｄ 方 向 に 引 き 、 糸 １ ４ を 第 ２ の 引 き 抜
き 糸 １ ７ の ル ー プ 部 １ ７ ａ で 締 め 付 け る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 仮 固 定 さ れ て い た 糸 １ ４ の 仮 固 定 部 の テ ー プ １ ５ を 外 し 、 糸 巻 き 固 定 さ れ た 部 位
ま で 糸 １ ４ を 戻 す 。 次 に 、 第 １ の 引 き 抜 き 糸 １ ６ と 第 ２ の 引 き 抜 き 糸 １ ７ の 互 い に 伸 び て
い る 部 分 １ ６ ａ 、 １ ７ ａ の 各 ２ 本 を 保 持 し な が ら さ ら に 矢 印 ｃ ， ｄ 方 向 に 引 き 抜 く 。 そ し
て 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ の 引 き 抜 き 糸 １ ６ と 第 ２ の 引 き 抜 き 糸 １ ７ を 糸 巻 き 部 分 １ ８
の 下 側 か ら 取 り 外 す こ と に よ り 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ １ ３ は 内 視 鏡
湾 曲 部 １ ２ に 対 し て 糸 ４ に よ っ て 糸 巻 き 固 定 さ れ る 。 こ の 操 作 を 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ １
３ の 所 定 位 置 両 端 に 行 う こ と に よ り 、 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ １ ３ の 内 視 鏡 湾 曲 部 １ ２ に 対
す る 糸 巻 き 固 定 作 業 は 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 、 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ １ ３ を 内 視 鏡 湾 曲 部 １ ２ に 糸 巻 き 固 定 す る こ と に よ
り 、 従 来 の よ う な 糸 絡 げ 工 程 が な く 、 さ ら に 糸 交 差 部 が 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ １ ３ の 表 面
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に 存 在 し な い 。 従 っ て 、 内 視 鏡 を オ ー ト ク レ ー ブ 下 に 曝 す こ と に よ っ て も 、 糸 全 体 が 均 一
に 収 縮 す る の で 、 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ １ ３ が 糸 １ ４ に よ っ て 局 部 的 に 陥 没 変 形 す る と い
う 問 題 が 改 善 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 こ の 発 明 は 、 前 記 実 施 形 態 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で は そ
の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 変 形 し て 具 体 化 で き る 。 ま た 、 前 記 実 施 形 態 に 開 示
さ れ て い る 複 数 の 構 成 要 素 の 適 宜 な 組 合 せ に よ り 種 々 の 発 明 を 形 成 で き る 。 例 え ば 、 実 施
形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 素 か ら 幾 つ か の 構 成 要 素 を 削 除 し て も よ い 。 さ ら に 、 異 な る 実 施
形 態 に 亘 る 構 成 要 素 を 適 宜 組 合 わ せ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 し 、 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 糸 巻 き 状 態 の 正 面 図
。
【 図 ２ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 糸 巻 き 状 態 の 正 面 図 。
【 図 ３ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 糸 巻 き 状 態 の 正 面 図 。
【 図 ４ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 糸 巻 き 状 態 の 正 面 図 。
【 図 ５ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 糸 巻 き 状 態 の 拡 大 し た 正 面 図 。
【 図 ６ 】 従 来 の 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 糸 巻 き 状 態 の 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 同 じ く 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 糸 巻 き 状 態 の 斜 視 図 。
【 図 ８ 】 同 じ く 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 糸 巻 き 状 態 の 斜 視 図 。
【 図 ９ 】 同 じ く 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 糸 巻 き 状 態 の 斜 視 図 。
【 図 １ ０ 】 同 じ く 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 糸 巻 き 状 態 の 斜 視 図 。
【 図 １ １ 】 同 じ く 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ の 糸 巻 き 状 態 の 拡 大 し た 正 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
１ ２ … 内 視 鏡 湾 曲 部 、 １ ３ … 湾 曲 部 用 被 覆 チ ュ ー ブ 、 １ ４ … 糸 、 １ ６ … 第 １ の 引 き 抜 き 糸
（ 第 １ の Ｕ 字 状 誘 導 糸 ） 、 １ ７ … 第 ２ の 引 き 抜 き 糸 （ 第 ２ の Ｕ 字 状 誘 導 糸 ）
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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